
再評価結果（平成２６年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名：茅野 牧夫

事業名 常総・宇都宮東部連絡道路 事業 事業
じようそう う つ の み や と う ぶ れ ん ら く ど う ろ

一般国道408号 宇都宮高根沢バイパス 区分 一般国道 主体 栃木県
う つ の み や た か ね ざ わ

起終点 自:栃木県宇都宮市野高谷町 至：栃木県塩谷郡高根沢町宝積寺 延長 ６．６km
と ち ぎ け ん う つ の み や し の ご や ま ち と ち ぎ け ん し お や ぐ ん た か ね ざ わ ま ち ほ う し や く じ

事業概要

常総宇都宮東部連絡道路は、茨城県つくばみらい市の常磐道谷和原ＩＣと栃木県矢板市の東北道矢板Ｉ

Ｃを結び、栃木県央・北部地域集積圏と小山・下館地域及び土浦・鹿島地域集積圏との交流を強化する延

長約100kmの地域高規格道路である。

宇都宮高根沢バイパスは、現在供用中の真岡バイパス及び真岡宇都宮バイパスと連携し、北関東自動車

道真岡ＩＣや常陸那珂港などへのアクセス強化、現道の混雑緩和などを目的とした４車線バイパス事業で

ある。

Ｈ２１年度事業化 ― Ｈ２２年度用地着手 Ｈ２４年度工事着手

全体事業費 １７６億円 事業進捗率 １５％ 供用済延長 ０km

計画交通量 １７，５００～２９，６００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) 2.1 116/142 億円 304/304 億円 平成２５年

事 業 費：112/138 億円 走行時間短縮便益：271/271 億円

(残事業) 2.6 維持管理費：4.3/4.3 億円 走行経費減少便益： 25/ 25 億円

交通事故減少便益：8.0/8.0 億円

感度分析の結果

（事業全体）交通量 ：B/C= 1.9～2.3(交通量 ±10%) （残事業）交通量 ：B/C= 2.4～2.9(交通量 ±10%)

事業費 ：B/C= 1.9～2.4(事業費 ±10%) 事業費 ：B/C= 2.4～2.9(事業費 ±10%)

事業期間：B/C= 1.9～2.4(事業期間±3年) 事業期間：B/C= 2.3～2.9(事業期間±3年)

事業の効果等

・北関東自動車道真岡ICや東北自動車道矢板ICへのアクセス強化による産業活動の支援に寄与

・現道における主要渋滞ポイントの解消や慢性的な渋滞の緩和

・現道交通のバイパスへの転換による交通事故の減少

関係する地方公共団体等の意見

・宇都宮市、高根沢町並びに芳賀工業団地及び芳賀高根沢工業団地に立地する企業により構成される芳賀

町工業団地連絡協議会等から早期整備の要望を受けている。

事業評価監視委員会の意見

・県の対応方針通り、事業継続が妥当との意見である。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・平成23年３月に北関東自動車道が全線開通となった。

事業の進捗状況、残事業の内容等

・用地取得及び工事を推進中である。

・平成25年度末既投資事業費：27億円（進捗率約15％）、うち用地費 20億円（進捗率54％）

・平成32年度全線暫定２車線開通予定

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

・早期の整備効果を発現させるため、平成32年度までに暫定２車線による全線供用し、その後完成４車線

化を図る。

施設の構造や工法の変更等

・道路構造を高盛土形式から地表式に変更、及び再生骨材、再生アスファルト合材の活用により、コスト

を縮減を実施。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

・以上の事業の効果、進捗状況、事業評価委員会の意見など踏まえると、事業の必要性、重要性は高いと

考えられる。



事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。
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宇都宮高根沢バイパス Ｌ=6.6㎞ W=14.0(21.5)m


